
(57)【要約】

【課題】　血管内部の超音波断層映像と同位置の血管内

壁の温度分布を同時に計測する。

【解決手段】　カテーテル型超音波探触子の超音波振動

子の近傍に、管の内壁面の温度を計測する壁面温度セン

サ２ａ～２ｄと、壁面温度センサ２ａ～２ｄを取り付け

超音波振動子１が超音波ビームを照射する管内壁面に壁

面温度センサ２ａ～２ｄを接触させる展張部材４と、管

の内部の温度を計測する管内部温度センサ３と、非計測

時に壁面温度センサ２を収納するカバーカテーテル６と

を具備させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 血 管 な ど の 生 体 の 管 空 器 官 内 に 挿 入 し 、 管 の 中 で 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ て 管 内 壁 お よ
び 管 壁 断 層 の 超 音 波 断 層 映 像 を 取 得 す る 手 段 と と も に 下 記 の 各 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴
と す る カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 。
（ イ ） 管 の 内 壁 面 の 温 度 を 計 測 す る 温 度 計 測 手 段
（ ロ ） 温 度 計 測 手 段 が 取 り 付 け ら れ 、 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 ビ ー ム を 照 射 す る 管 内 壁 面 に
温 度 計 測 手 段 を 接 触 さ せ る 展 張 手 段
（ ハ ） 管 の 内 部 の 温 度 を 計 測 す る 管 内 部 温 度 計 測 手 段
（ ニ ） 非 計 測 時 に 温 度 計 測 手 段 を 収 納 す る 収 納 手 段
【 請 求 項 ２ 】
　 温 度 計 測 手 段 が 複 数 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 温 度 計 測 手 段 が 1個 で あ り 、 展 張 手 段 が 超 音 波 振 動 子 の 送 受 波 面 前 方 に 取 り 付 け ら れ 、
温 度 計 測 手 段 が 超 音 波 振 動 子 の 超 音 波 ビ ー ム が 照 射 さ れ る 管 内 壁 面 の 部 位 に 保 護 管 を 介 し
て 接 触 し 超 音 波 振 動 子 と と も に 回 転 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の カ テ
ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 血 管 な ど の 生 体 の 管 空 器 官 内 に 挿 入 し 、 管 内 壁 お よ び 管 壁 断 層 の 超 音 波 断 層
映 像 を 得 る カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 世 界 的 に 最 近 の 病 死 の 主 要 な 要 因 は 心 筋 梗 塞 な ど の 心 臓 血 管 の 病 で あ り 、 そ れ は 血 管 内
の プ ラ ー ク が 破 損 し そ の 破 片 が 血 栓 と な り 心 臓 の 付 近 の 血 管 を 梗 塞 す る こ と に よ り 引 き 起
こ さ れ る と 言 わ れ て い る 。 ま た 、 脳 梗 塞 も 同 様 に 脳 の 血 管 内 部 の プ ラ ー ク の 破 片 が 血 栓 と
な っ て 脳 の 血 管 を 梗 塞 す る も の で あ る 。
　 血 管 内 で プ ラ ー ク の 原 因 と な る 炎 症 を 起 こ し て い る 細 胞 や そ の 細 胞 に 付 着 し て い る 大 き
な 脂 肪 の 塊 な ど の 存 在 お よ び プ ラ ー ク 自 体 の 存 在 を 早 期 に 発 見 し 、 プ ラ ー ク が 成 長 し て 破
損 し 血 栓 と な る 前 に 、 炎 症 を 起 こ し て い る 細 胞 な ど を 早 期 に 治 療 す る こ と が 心 筋 梗 塞 や 脳
梗 塞 に 対 し て 極 め て 効 果 の 高 い 治 療 法 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 は 、 血 管 な ど の 管 の 中 で 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ な が
ら 超 音 波 を 送 受 波 し て 管 内 壁 お よ び 管 壁 断 層 の 超 音 波 断 層 映 像 を 得 る も の で あ り 、 血 管 内
の プ ラ ー ク の 大 き さ や 形 状 を 確 認 す る 手 法 と し て 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 、 従 来 の カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ り 、 図 ５ の （ ａ ） は
側 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 は 、 円 筒 状 の チ ュ ー ブ １ ８ と そ の 内 部 に 組
み 込 ま れ た 超 音 波 振 動 子 １ と 超 音 波 振 動 子 １ を 回 転 さ せ る 回 転 軸 １ １ お よ び 回 転 体 １ ５ か
ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 チ ュ ー ブ １ ８ の 外 径 は 血 管 に 挿 入 で き る よ う に 数 ミ リ メ ー ト ル の 極
め て 細 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 超 音 波 振 動 子 １ は 、 回 転 軸 １ １ お よ び 回 転 体 １ ５ に よ り 回 転 し な が ら 超 音 波 ビ ー ム １ ０
０ で 超 音 波 を 送 受 波 し て 血 管 の 内 壁 な ど か ら 反 射 し て 戻 っ て き た 反 響 信 号 を 受 信 す る 。 反
響 信 号 は 図 示 さ れ て い な い 信 号 処 理 回 路 で 処 理 さ れ 表 示 器 に 超 音 波 断 層 映 像 と し て 血 管 の
断 層 像 が 表 示 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ４ は 、 血 管 の 断 面 図 と 観 測 さ れ た 超 音 波 断 層 映 像 な ど を 示 し た 図 で 、 図 ４ の （ ａ ） に
示 す 血 管 の 断 面 は 、 （ ｂ ） に 示 す 超 音 波 断 層 映 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の 通 り カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 に よ る 超 音 波 断 層 映 像 は 、 血 管 内 の プ ラ ー ク な ど
の 異 常 な 箇 所 の 大 き さ や 形 状 の 診 断 に 有 効 な 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 に よ っ て 観 測 さ れ た 箇 所 が ど の よ う な 状 態 で
あ る か 、 す な わ ち 、 す で に 治 癒 し た プ ラ ー ク の 痕 跡 な の か 、 あ る い は こ れ か ら 次 第 に 増 大
し て ゆ く プ ラ ー ク な の か 、 プ ラ ー ク の 状 況 や 程 度 な ど の 質 に つ い て は 診 断 し に く い と い う
問 題 が あ る 。
　 プ ラ ー ク の 状 況 や 程 度 な ど の 質 に つ い て 観 測 で き る も の と し て 温 度 カ テ ー テ ル (Thermog
raphy Catheter)が 開 発 さ れ 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ６ は 、 従 来 の 温 度 カ テ ー テ ル の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 温 度 カ テ
ー テ ル は 、 複 数 の 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ ～ ２ ｎ と 、 そ れ ら を 取 り 付 け て 収 縮 お よ び 展 張 す る
籠 型 の 展 張 部 材 ４ と 、 複 数 の 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ ～ ２ ｎ を 接 続 す る フ レ キ シ ブ ル 接 続 基 板
２ １ と 、 展 張 部 材 ４ を 取 り 付 け た 管 状 の カ バ ー カ テ ー テ ル ６ と 、 カ バ ー カ テ ー テ ル ６ の 管
内 部 お よ び の 内 部 に 挿 通 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ ５ か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 図 ６ に は 示 さ れ て
い な い が 、 展 張 部 材 ４ の 内 部 （ ル ー メ ン 内 部 ２ ２ ） に は 管 内 部 の 温 度 を 計 測 す る 管 内 部 温
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度 セ ン サ が 組 み 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 温 度 カ テ ー テ ル を 血 管 に 挿 入 す る 時 は 、 操 作 員 の 操 作 に よ り 展 張 部 材 ４ を 管 状 の カ バ ー
カ テ ー テ ル ６ よ り も 直 径 が 小 さ い 収 縮 し た 状 態 と し 、 展 張 部 材 ４ が 観 測 す る 部 位 に 到 達 す
る と 展 張 部 材 ４ を 展 張 さ せ 、 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ ～ ２ ｎ を 血 管 の 内 壁 に 接 触 さ せ て 血 管 の
内 部 の 温 度 を 計 測 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 各 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ ～ ２ ｎ で 計 測 さ れ た 温 度 デ ー タ は 、 展 張 部 材 ４ の 内 部 に 設
け ら れ た 管 内 部 温 度 セ ン サ で 計 測 さ れ た 温 度 デ ー タ と の 差 を と る こ と に よ り 、 各 壁 面 の 正
確 な 温 度 分 布 を 表 す デ ー タ と な り 表 示 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ の （ ｃ ） が 血 管 内 壁 の 観 測 さ れ た 温 度 表 示 で あ り 、 プ ラ ー ク の 部 位 の 温 度 が 他 に 比
べ て 高 い こ と が 分 か る 。 な お 、 図 ４ の （ ｃ ） の 温 度 表 示 は 、 図 ６ に お い て 壁 面 温 度 セ ン サ
を ４ 個 使 用 し た 場 合 の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の 通 り 、 温 度 カ テ ー テ ル で 計 測 し た 血 管 内 壁 の 温 度 に よ っ て 、 例 え ば 、 そ の 部 位 が
高 温 で あ る 場 合 は 炎 症 を 起 こ し 増 殖 し て い る 危 険 な プ ラ ー ク で あ り 炎 症 を 鎮 め る た め の 早
期 治 療 が 必 要 で あ る と 診 断 し 、 そ の 部 位 が 低 温 で あ る 場 合 は 炎 症 が お さ ま り 治 癒 し た 痕 跡
で あ る と 診 断 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 温 度 カ テ ー テ ル を 用 い る こ と に よ り 血 管 内 壁
の プ ラ ー ク の 状 況 や 程 度 な ど の 質 に つ い て 診 断 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － ５ １ ３ １ ２ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 特 許 　 Ｗ Ｏ 　 ０ ２ ／ １ ５ ７ ８ ０ 　 Ａ １ （ Ｆ ｉ ｇ ． １ ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 血 管 内 の プ ラ ー ク な ど を 診 断 す る 場 合 に 、 先 ず 、 従 来 の カ
テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 を 用 い て プ ラ ー ク の 有 無 と プ ラ ー ク の 大 き さ や 形 状 を 診 断 し 、 次
に 、 温 度 カ テ ー テ ル を 用 い て プ ラ ー ク の 状 況 や 程 度 な ど の 質 に つ い て 診 断 す る と い う ２ つ
の 方 法 が 必 要 で あ り 、 こ の ２ つ の 方 法 に よ る 診 断 は 、 患 者 に 大 き な 苦 痛 を 与 え る と と も に
診 察 す る 医 師 の 多 大 な 労 力 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 従 来 の カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 に よ る 診 断 お よ び 温 度 カ テ ー テ ル に よ る 診 断
に お い て 、 診 断 す る 部 位 の 位 置 精 度 が 悪 い 場 合 に は カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 と 温 度 カ テ
ー テ ル の 診 断 の 部 位 が ず れ て し ま い 誤 診 す る 恐 れ が あ り 、 そ れ を 防 止 す る た め に 、 超 音 波
診 断 時 及 び 温 度 計 測 時 に そ れ ぞ れ Ｘ 線 観 測 な ど の 他 の 手 段 を 用 い て 診 断 部 位 の 位 置 を 精 度
良 く 計 測 し な け れ ば な ら な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 構 成 は 、 血 管 な ど の 生 体 の 管 空 器 官 内 に 挿 入 し 、 管 の 中 で 超 音 波 振 動 子
を 回 転 さ せ て 管 内 壁 お よ び 管 壁 断 層 の 超 音 波 断 層 映 像 を 取 得 す る 手 段 と と も に 下 記 の 各 手
段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
（ イ ） 管 の 内 壁 面 の 温 度 を 計 測 す る 温 度 計 測 手 段
（ ロ ） 温 度 計 測 手 段 が 取 り 付 け ら れ 、 超 音 波 振 動 子 が 超 音 波 ビ ー ム を 照 射 す る 管 内 壁 面 に
温 度 計 測 手 段 を 接 触 さ せ る 展 張 手 段
（ ハ ） 管 の 内 部 の 温 度 を 計 測 す る 管 内 部 温 度 計 測 手 段
（ ニ ） 非 計 測 時 に 温 度 計 測 手 段 を 収 納 す る 収 納 手 段
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 構 成 は 、 上 記 第 １ の 構 成 に お い て 温 度 計 測 手 段 が 複 数 で あ る カ テ ー テ ル
型 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 本 発 明 の 第 ３ の 構 成 は 、 上 記 第 １ の 構 成 に お い て 温 度 計 測 手 段 が １ 個 で あ り 、 展 張 手 段
が 超 音 波 振 動 子 の 送 受 波 面 前 方 に 取 り 付 け ら れ 、 温 度 計 測 手 段 が 超 音 波 振 動 子 の 超 音 波 ビ
ー ム が 照 射 さ れ る 管 内 壁 面 の 部 位 に 保 護 管 を 介 し て 接 触 し 超 音 波 振 動 子 と と も に 回 転 す る
も の で あ る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 は 、 従 来 別 々 に 実 施 さ れ て い た 超 音 波 断 層 映 像 に よ
る 診 断 と 血 管 内 壁 の 温 度 計 測 に よ る 診 断 が 一 度 で 済 む と い う 効 果 が あ り 、 患 者 に 与 え る 苦
痛 と 診 断 す る 医 師 の 労 力 を 大 幅 に 軽 減 で き る 。 さ ら に 、 従 来 別 々 に 実 施 す る こ と に よ り 必
要 と さ れ た そ れ ぞ れ の 診 断 に お け る 診 断 部 位 の Ｘ 線 観 測 な ど に よ る 位 置 計 測 の 回 数 が 少 な
く て す み 、 Ｘ 線 の 被 曝 量 の 少 な い 診 断 を 行 う こ と が で き る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 身 体 の 血 管 は 最 も 太 い 動 脈 か ら 毛 細 血 管 ま で 様 々 な 太 さ の も の が あ り 、 よ り 数 多 く の 血
管 の 診 断 が で き る よ う に 、 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 は 血 管 に 挿 入 す る と き に は 全 体 の 太
さ が で き る だ け 細 い 方 が 良 く 、 計 測 部 位 の 血 管 内 壁 の 温 度 を 計 測 す る 時 に は よ り 太 い 血 管
の 内 壁 ま で 計 測 で き る よ う に 温 度 計 測 手 段 を 取 り 付 け た 展 張 手 段 が よ り 太 く な る よ う に 展
張 で き る も の が 望 ま れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 第 １ の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
図 １ の （ ａ ） は 展 張 部 材 ４ が 展 張 し て 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ （ ２ ｃ 、 ２
ｄ は 図 １ の （ ｂ ） に 示 す ） が 血 管 に 接 触 し て い る 状 態 の 構 造 図 で 、 （ ｂ ） は Ａ － Ａ 断 面 図
で あ る 。
　 カ バ ー カ テ ー テ ル ６ は 、 先 端 部 （ 図 １ の （ ａ ） で は 左 側 ） に ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 部 １ ２ を
有 す る 管 状 の 形 状 で 、 そ の 内 側 に 管 状 の 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ が 組 み 入 れ ら れ て い る 。 こ れ
ら の 管 の 内 部 に は 回 転 力 を 伝 達 す る ワ イ ヤ 状 の 回 転 軸 １ １ と そ の 先 端 部 に 超 音 波 振 動 子 １
が 組 み 入 れ ら れ 、 超 音 波 振 動 子 １ は 回 転 軸 １ １ に よ っ て 回 転 さ せ ら れ て 超 音 波 の 送 受 波 を
行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ の 前 方 部 に は 、 バ ネ 性 を 有 す る 複 数 （ 図 １ で は ４ 本 の 場 合 を 示 す ）
の 線 状 部 材 か ら な る 展 張 部 材 ４ を 有 し 、 こ れ に 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ （
２ ｃ 、 ２ ｄ は 図 １ の （ ｂ ） に 示 す ） が 取 り 付 け ら れ 、 各 壁 面 温 度 セ ン サ は 展 張 部 材 ４ に よ
っ て 血 管 ８ の 内 壁 に 押 し 当 て ら れ て 温 度 を 計 測 す る 。 ま た 、 展 張 部 材 ４ の 先 端 部 （ 図 １ の
（ ａ ） で は 左 側 ） に は 管 内 部 温 度 セ ン サ ３ が 取 り 付 け ら れ て 血 管 ８ の 中 央 部 の 温 度 を 計 測
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ で 計 測 さ れ た 各 温 度 デ ー タ と 管 内 部 温 度 セ ン サ
３ で 計 測 さ れ た 温 度 デ ー タ は そ の 差 が 温 度 演 算 部 （ 図 示 し て い な い ） で 求 め ら れ て 、 血 管
の 内 壁 面 温 度 デ ー タ と し て 表 示 さ れ る 。
　 ガ イ ド ワ イ ヤ ５ は 、 展 張 部 材 ４ の 先 端 （ 図 １ の （ ａ ） で は 左 端 ） に 設 け ら れ た ガ イ ド 機
構 部 ７ と 、 カ バ ー カ テ ー テ ル ６ の ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 部 １ ２ と に 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 第 1の 実 施 例 の 展 張 部 材 の 収 納 お よ び 展 張
状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ の （ ａ ） は 収 納 の 状 態 、 図 ２ の （ ｂ ） は 展 張 の 状 態 を 示 す 。
　 図 ２ の （ ａ ） の 収 納 状 態 は 、 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 を 血 管 に 挿 入 す る と き お
よ び 血 管 か ら 引 き 抜 く と き の 状 態 で あ り 、 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ お よ び 展 張 部 材 ４ を 管 状 の
カ バ ー カ テ ー テ ル ６ の 内 部 に 引 き 込 む こ と に よ り 得 ら れ る 。 こ の よ う な 収 納 状 態 で カ テ ー
テ ル 型 超 音 波 探 触 子 は 、 ガ イ ド 機 構 部 ７ と ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 部 １ ２ と に 挿 通 さ れ て 血 管 内
に 挿 入 さ れ て い る ガ イ ド ワ イ ヤ ５ に ガ イ ド さ れ て 血 管 の 観 測 部 位 ま で 挿 入 さ れ 、 ま た 、 観
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測 部 位 か ら 引 き 抜 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ の （ ｂ ） の 展 張 状 態 は 、 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 に よ っ て 血 管 の 内 壁 の 温
度 を 計 測 す る と き の 状 態 で 、 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ お よ び 展 張 部 材 ４ を 管 状 の カ バ ー カ テ ー
テ ル ６ の 内 部 か ら 突 き 出 す こ と に よ り バ ネ 性 の あ る 展 張 部 材 ４ が 収 納 状 態 か ら 開 放 さ れ て
展 張 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 構 造 の カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 を 用 い る こ と に よ っ て 、 図 ４ の （ ｂ ） に 示
す 超 音 波 断 層 映 像 と （ ｃ ） に 示 す 温 度 表 示 （ 分 割 型 ） が 得 ら れ る 。 な お 、 実 際 の 超 音 波 断
層 映 像 に は 展 張 部 材 や 壁 面 温 度 セ ン サ な ど が 血 管 内 部 に 表 示 さ れ る が 、 図 ４ の （ ｂ ） で は
そ れ ら を 省 略 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 示 し た 実 施 例 １ は 、 課 題 解 決 手 段 に お け る 第 ２ の 構 成 の 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、
壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ は 課 題 解 決 手 段 に お け る 第 １ の 構 成 の （ イ ） の 温
度 計 測 手 段 を 、 展 張 部 材 ４ は （ ロ ） の 展 張 手 段 を 、 管 内 部 温 度 セ ン サ ３ は （ ハ ） の 管 内 部
温 度 計 測 手 段 を 、 ま た 、 カ バ ー カ テ ー テ ル ６ は （ ニ ） の 収 納 手 段 を そ れ ぞ れ 具 現 化 し た も
の で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 第 ２ の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
図 ３ の （ ａ ） は 展 張 部 材 ４ が 展 張 し て 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ が 保 護 管 ９ を 介 し て 血 管 ８ に 接
触 し て い る 状 態 の 構 造 図 で 、 （ ｂ ） は 展 張 部 材 ４ 、 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ お よ び 保 護 管 ９ が
カ バ ー カ テ ー テ ル ６ の 内 部 に 収 納 さ れ て い る 状 態 の 構 造 図 で 、 （ ｃ ） は Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ
る 。 カ バ ー カ テ ー テ ル ６ は 管 状 の 形 状 で そ の 内 側 に 管 状 の 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ が 組 み 入 れ
ら れ 、 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ の 左 端 は 回 転 座 １ ３ に 固 着 さ れ て い る 。 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ の
内 部 に は 回 転 軸 １ １ と そ の 先 端 部 に 超 音 波 振 動 子 １ が 組 み 入 れ ら れ 超 音 波 振 動 子 １ は 回 転
軸 １ １ に よ っ て 回 転 さ せ ら れ な が ら 超 音 波 の 送 受 波 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ は 、 超 音 波 振 動 子 １ の 前 方 に バ ネ 性 の あ る 線 状 部 材 か ら な る 展 張 部
材 ４ に 取 り 付 け ら れ て 超 音 波 振 動 子 １ と と も に 回 転 し 、 展 張 部 材 ４ に よ っ て 保 護 管 ９ に 押
し 当 て ら れ こ れ を 介 し て 血 管 ８ の 内 壁 に 接 触 し て 温 度 を 計 測 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 保 護 管 ９ は 、 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ が 直 接 血 管 ８ の 内 壁 面 に 接 触 し て 内 壁 面 を 損 傷 さ せ る
こ と を 防 止 す る も の で 、 超 音 波 振 動 子 １ が 放 射 す る 超 音 波 に 対 し て は 透 明 で 、 ま た 、 血 管
の 内 壁 の 温 度 を 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ に 良 く 伝 導 し 、 さ ら に 、 バ ネ 性 を 有 す る 極 め て 薄 い 膜
状 材 で 形 成 さ れ る 。 バ ラ ン サ ー １ ４ は 、 壁 面 温 度 セ ン サ が 回 転 す る と き に 異 常 振 動 が 生 じ
な い よ う に す る た め に 付 加 さ れ る 。
　 壁 面 温 度 セ ン サ ２ ａ で 計 測 さ れ た 温 度 デ ー タ と 管 内 部 温 度 セ ン サ ３ で 計 測 さ れ た 温 度 デ
ー タ は 、 温 度 演 算 部 （ 図 示 し て い な い ） で そ の 差 分 が 求 め ら れ て 、 血 管 の 内 壁 面 温 度 デ ー
タ と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ の （ ｂ ） の 収 納 状 態 は 、 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 を 血 管 に 挿 入 す る と き の
状 態 で あ り 、 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ に 対 し て カ バ ー カ テ ー テ ル ６ を 展 張 部 材 ４ の 方 向 （ 図 ３
の （ ｂ ） で は 左 側 ） に 押 し 込 む こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 図 ３ の （ ａ ） の 展 張 状 態 は 、 逆 に
、 内 部 カ テ ー テ ル １ ０ に 対 し て カ バ ー カ テ ー テ ル ６ を 展 張 部 材 ４ と 反 対 の 方 向 （ 図 ３ の （
ｂ ） で は 右 側 ） に 引 き 出 す こ と に よ り 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 構 造 の カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 を 用 い る こ と に よ っ て 図 ４ の （ ｂ ） に 示 す
超 音 波 断 層 映 像 と （ ｄ ） に 示 す 温 度 表 示 （ 連 続 型 ） が 得 ら れ 、 こ れ ら の ２ つ の 映 像 は 重 ね
て 表 示 さ れ る 。 な お 、 実 際 の 超 音 波 断 層 映 像 に は 展 張 部 材 や 壁 面 温 度 セ ン サ な ど が 血 管 内
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部 に 表 示 さ れ る が 、 図 ４ の （ ｂ ） で は そ れ ら を 省 略 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 示 し た 実 施 例 ２ は 、 課 題 解 決 手 段 の 第 ３ の 構 成 の 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 壁 面 温
度 セ ン サ ２ は 課 題 解 決 手 段 の 第 １ の 構 成 の （ イ ） の 温 度 計 測 手 段 を 、 展 張 部 材 ４ は （ ロ ）
の 展 張 手 段 を 、 管 内 部 温 度 セ ン サ ３ は （ ハ ） の 管 内 部 温 度 計 測 手 段 を 、 ま た 、 カ バ ー カ テ
ー テ ル ６ は （ ニ ） の 収 納 手 段 を そ れ ぞ れ 具 現 化 し た も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 第 1の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 第 1の 実 施 例 の 展 張 部 材 の 収 納 お よ び 展 張 状
態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 第 ２ の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 血 管 の 断 面 図 と 観 測 さ れ た 超 音 波 断 層 映 像 お よ び 温 度 表 示 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の カ テ ー テ ル 型 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 温 度 カ テ ー テ ル の 構 造 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 　 超 音 波 振 動 子
　 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ 　 壁 面 温 度 セ ン サ
　 ３ 　 管 内 部 温 度 セ ン サ
　 ４ 　 展 張 部 材
　 ５ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ
　 ６ 　 カ バ ー カ テ ー テ ル
　 ７ 　 ガ イ ド 機 構 部
　 ８ 　 血 管
　 ９ 　 保 護 管
　 １ ０ 　 内 部 カ テ ー テ ル
　 １ １ 　 回 転 軸
　 １ ２ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 部
　 １ ３ 　 回 転 座
　 １ ４ 　 バ ラ ン サ ー
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